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に 身 を 竦めて、 息 を こらして 突き進んで いった。 深い 

木立の 影が あたり を 包んで、 梢から 洩れ 落ちて るら し 

い 点々 とした 月の 光が、 いくら 眼 を 足 許にば かり 据え 

ていても、 真黒な もの や 仄白い もの をち らちら と、 眼 

瞼の 縁の 方へ 押し込んで 来た。 そちら を 見れば なお 恐 

いし、 見まい とすれば なお 不気味に なって、 音を立て 

ずに 出来るだけ 早めて るつ もりの 足が、 がくりが くり 

と宙を 踏む ような 思いだった。 

それでも 漸く 森 を 通りぬ け、 ぱっと 開けた 畑地に 明 

るい 月の 光 を 見て、 ほっとして 馳 ける ような 心地で 足 

を 早めて る 時、 UK は蠟 頃 の 火が じじ じ …… と 燃えつ き 



またい くら 酔っ払って いても、 大抵 は 一人で その 一里 

の 道 を 歩いて 帰って来た。 而も 田舎の 人に 似合わず、 

闇の 夜で も 提灯 もっけずに、 白 鞘の 短刀 を 懐に して、 

平気で 歩いて 来たので るる 〔# 「来たので るる」 は ママ I 

それ を 母が 心配して、 一 一人で いざこざ 云 つ てるの を、 

僕 は 幾度 か 耳に していた。 

で 僕 は、 父が 何度も 通った 道 だ、 始終 夜更けに 通り 

馴れて る 道 だ、 とそう 心の中で 繰返しながら、 その 一 

事に 鎚リ ついて 歩み 続けた。 それでも 用捨な く、 恐ろ 

しい 影 は 背後に ぴったり くつ つ いてく る。 

そういう ことが だいぶ 続いた 後、 もう 村まで 半分 余 



母が 一度 も 僕の 手 を 引いて くれなかった こと を、 ぼん 

ゃリ 思い出し ていた。 

それから 僕 はどうして 母に 別れて 一 人で 家に 帰った 

か、 さっぱり 覚えて いない。 或は 其処まで 母に ついて 

行った の も、 夢だった かも 知れない ような 気 さえす る _ 

それでも、 夢に して は 余りに はっきり しすぎて いる。 

その 時の ことが 細かな 点まで 浮彫の ように 頭の 中に 浮 

んで くる。 

果して それが 本当だった か 夢だった か、 僕 は 母に 尋 

ねて みょうと 思って るが、 遠くに いる 母に わざわざ 手 

紙で 問い 合せる ほどの ことで もない ので、 今もって そ 



る 本当の 汽車に 乗り 後れた。 そこの 汽車が また 数少く 

て、 二 時間 半 も 停留 場で 待たせられた。 その上、 向う 

の 駅で 下りる と 雷雨なん だ。 もう 日 は 暮れ かかって く 

る。 僕 は 不案内な 土地に 一 人 ぼつねん として、 全く 途 

方に くれてし ま つ た。 

幸に も、 客が あって 一台の 馬車が 出る というので、 

僕 は その のろいが た 馬車に 五 里ば かり 揺られて いった。 

がそれ から 先 は 馬車が 行かない。 友の 家まで はま だ 二 

里 余り あると いう。 もう 日が 暮れて 二 時間の 余になる。 

星の 光 も 見えない 曇り空の 闇夜なん だ。 小さな 宿場の 

見すぼらしい 宿 ni の燈 火が、 ちらちら 瞬いて 招いて る 



用 を 足して しまって、 不思議に も その 男へ 一 寸 親し 

み を 持ち かけて、 心持ちに 足 を 止めて ると、 男 は頰骨 

の 張った 赤黒い 顔に —— 僕 は その 時 初めて 彼の 顔 を 見 

たので あるが < なつつ こい 和らぎ を 浮べて、 がら 

がらと 足早に 追 つつい てきた。 

「見馴れね え 人 だと 思って 用心して いただが、 わしの 

考え 違えだった ご 

いきなりそう 云い かけて、 わけ を 話して くれた。 I 

I そこの 堰で、 身 を 投げる か 落ち こむ かして 死んだ 若 

い 旅人が あった。 そして 時々、 その 亡霊 だか その 臓腑 

を 食った 河童 だかが、 夜更けに 通りかかる 者 をな やま 



杯で 帰る 予定だった のを延 して、 九月 末まで 滞在す る 

ことにした。 どうも 東京に 帰っても まだ 暑い し、 学校 

の 講義 は 十月に はいって から 気が 乗り出す の だし、 九 

月 一杯 は その 山奥に 落 付いて る 方が 得策だった。 そう 

きめてし まう とまた 呑気に なって、 少しずつ 論文 を 書 

き 続けながら、 ゆっくり 構え 込んで いた。 

所が 二十日 頃、 僕 は 電報で 東京へ 呼び戻された。 I 

I サカ モト シス スグ カエレ、 というの だ。 坂 元と いう 

の は 僕の 親友で 且つ 畏友だった。 非常に 頭の冴えた 男 

で、 その 年 大学の 哲学 科 を 卒業した のだった が、 文芸 

なんかに 対しても、 専門の 僕 以上に 深い 見解 を 持って 



たし、 その 様子で 若い 女 だと 感じた だけの ことじ やな 
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で、 その 気持が 次第に 強くな つてき て、 やがて 僕 は 

月の 光の さしてる 岩角に 腰掛けて 待ち受けた。 すると 

喫驚す るく らい 早く 彼女 はやって 来た。 それから 足 を 

ゆるめて、 膝の 上に もたせた 片手に 下げて る 提灯の 方 

を 見い 見い、 僕の 顔 は 見ないで、 少し 震え を 帯びた 声 

で 云い 出した。 

「あの …… 済みませんが、 提灯の 火 を 貸して 下さい ま 

せんか。 躓いた はずみに 消して しまい ましたので ご 

そんな こと だろうと 前から 思 つ ていた、 という 気が 



い 思いに 沈み 込んで いた。 

然し その 時の こと は、 とても 言葉で はっく されない _ 

自分の 全 存在 をぶ ち 込んだ 瞑想と、 まあ そんな 風に 

思って くれ 給え。 

そして 長い 時間が たった。 霧 は いつまでも 晴れそう 

にない。 細かな 仄白い やつが 一 面に 流れ 動いて ゆく。 

僕 はもうた まら なくなって、 立 上って 歩き 出した。 ど 

ちらへ 行って みょうと か、 どの 方向が どう だと か、 そ 

んな 考えが あって じ やない。 丁度 夢遊病者 のように、 

ただ 本能 的に ふらふらと 歩き 出した の だ。 五六 寸の雑 

草が 所々 に 背の 高い 茂み を 交えて、 一 面に 生い茂って 



すると、 彼 はふい に 立 止って、 僕の 方 を 恐ろしい 顔で 

睥 みつけた。 僕 も 喫驚して 立 止った。 

「何 だ つ て 追つ かけて くるんだ ご 

「だって、 一緒に 手 をつな いで 〔# 「つないで」 は 底本で 

は 「つけないで 匕 崖から 飛び込む つもり じ やない かご 

「馬鹿 だな、 君 は ご 

「なぜ ご 

「一人 じ や 飛び込めない のか。 一人で 飛び込めな いほ 

どなら、 僕 を 誘わない 方が いい ご 

僕が 文句に つまって ぼんやりし てると、 彼 はどう 

思った のかい きなり 崖から 飛び下りよ うとした。 それ 



底本： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第二 巻 (小説 n)」 未来 社 

1965 (昭和^) 年に 月 は 日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「中央 公論」 

1924 (大正 U) 年 9 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 7年|::月^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



